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２０２３年３月 全国百貨店売上高概況 
２０２３年４月２５日 

Ⅰ．概 況  
 

１．売上高総額        ４，６５８億円余 

２．前年同月比（増減率）９.８％（店舗数調整後／１３か月連続プラス） 

３．調査対象百貨店   ７０社 １８１店 （２０２３年２月対比－１店） 

４．総店舗面積     ４,７４５,５３０㎡ （前年同月比：－３.５％） 

５．総従業員数     ５２,６７５人 （前年同月比：－６.８％） 

６．３か月移動平均値   8-10月 １８.４％、9-11月 １１.１％、10-12月 ６.２％、 

（店舗数調整後）   11-1月 ７.１％、12-2月 １１.２％、1-3 月 １４.６％ 

 

  ［参考］２０２２年３月の売上高増減率は４.６％（店舗数調整後） 

【特 徴】 
３月の売上高は９.８％増、入店客数１０.４％増と共に１３か月連続でプラスとなった。 

感染者数減少や気温上昇に伴う外出機会の増加、オケージョン・旅行・ビジネス需要など

から活発に動いた衣料品や身のまわり品、増勢が続く高額商材などが寄与した。各社が企画

した外商催事や、ホワイトデー・物産展などの食品催事の他、お花見商戦も活況だった。コ

ロナ前との比較（２０１９年比）では、売上高６.９％減、入店客数１９.８％減と、前月とほぼ同

水準で、回復基調は続いている。 

顧客別では、さらなる水際緩和策等から、インバウンドが前月より９.５ポイントアップの

３２３.８％増（１９９億円／１２か月連続／シェア４.３％）と高伸し、２０１９年比でも、前月より５.８ポ

イントアップの３９.９％減となった。国内市場は６.３％増（１３か月連続／シェア９５.７％）、２０１

９年比では４.５％減となった。 

地区別では、都市（１０都市／１８か月連続）が、インバウンド効果などから全地区で前年をクリア

し、１２.８％増と二桁の伸びを示した。地方（１０都市以外の７地区）も６地区でプラスとなり、１.

７％増と３か月連続で前年実績を超えた。 

商品別では、主要５品目全て前年実績を上回った。衣料品は、卒入学・新生活需要から、

紳士・婦人共に好調に推移し、春物コートやスーツ、カジュアルなど幅広いアイテムで動き

を見せた。身のまわり品は、ラグジュアリーブランドを中心に、バッグや財布、アクセサリ

ー、靴、トラベル用品等が好調だった。高付加価値商材は依然増勢で、価格改定前の駆け込

みもあったが、一部在庫不足が見受けられた。化粧品は、マスク着用ルール緩和を受けて、

スキンケアに加えメイクアップニーズが高まり１７.４%増と二桁の伸びとなった。食料品は、

催事効果や行楽需要の他、手土産需要もあり、菓子と惣菜は共に１９か月連続増となった。 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「３月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 
    ◇大陸からの寒気の影響を受けにくく、南から暖かい空気が流れ込みやすかったため、気温は北・東・西日本でかなり高

かった。日照時間はほぼ全国的に多く、降水量は北・東・西日本日本海側で少なかった。 

(2) 営業日数増減     ３１.０日（前年同月比 ＋０.１日） 

(3) 土･日･祝日の合計     ９日（  〃    ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０４店舗） 

     ①増加した：６７店、②変化なし：２５店、③減少した：１２店 

  (5) ３月歳時記（ホワイトデー、卒業・入学、新生活）の売上（同上／有効回答数７７店舗） 

     ①増加した：３０店、②変化なし：４３店、③減少した：４店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 465 ,812 ,026 100 .0 9 .8 (　9 .3 )

10都市 348 ,675 ,006 74 .9 12 .8 (　12 .6 )

札幌 13,099,536 2.8 16.0

仙台 6,305,045 1.4 10.0

東京 138,047,043 29.6 12.6

横浜 28,168,033 6.0 4.4

名古屋 33,159,791 7.1 10.5

京都 20,433,511 4.4 16.1

大阪 70,628,831 15.2 17.0

神戸 11,836,324 2.5 16.5

広島 8,221,110 1.8 5.6 ( -1.4)

福岡 18,775,782 4.0 13.8

10都市以外の地区 117 ,137 ,020 25 .1 1 .7 (　0 .6 )

東北 5,056,805 1.1 -0.2 ( -3.6)

関東 53,200,417 11.4 0.4 ( -0.9)

中部 8,323,066 1.8 5.5

近畿 16,909,377 3.6 3.5

中国 9,025,972 1.9 0.6

四国 6,030,729 1.3 3.0

九州 18,590,654 4.0 2.9

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 465 ,812 ,026 100 .0 9 .8 (　9 .3 )

紳士服・洋品 25,838,325 5.5 10.9 (　10.6)

婦人服・洋品 88,004,535 18.9 14.0 (　13.7)

子供服・洋品 14,326,717 3.1 -4.4 ( -5.2)

その他衣料品 7,126,267 1.5 -6.9 ( -7.5)

衣　　料　　品 135 ,295 ,844 29 .0 9 .9 (　9 .5 )

身のまわり品 74 ,838 ,351 16 .1 17 .5 (　16 .9 )

化粧品 41,571,422 8.9 17.4 (　17.0)

美術・宝飾・貴金属 36,896,187 7.9 7.2 (　7.1)

その他雑貨 14,610,958 3.1 7.7 (　7.1)

雑　　　　　　貨 93 ,078 ,567 20 .0 11 .6 (　11 .3 )

家　　具 4,946,200 1.1 7.8 (　7.1)

家　　電 1,537,758 0.3 1.9 (　1.9)

その他家庭用品 11,024,755 2.4 -0.6 ( -0.8)

家　庭　　用　品 17 ,508 ,713 3 .8 1 .9 (　1 .5 )

生　鮮　食　品 17,134,101 3.7 -2.4 ( -3.7)

　菓　　子　 44,801,541 9.6 9.3 (　8.9)

　惣　　菜　 26,193,651 5.6 3.7 (　3.2)

その他食料品 29,600,992 6.4 1.9 (　1.3)

食　　　料　　　品 117 ,817 ,981 25 .3 4 .4 (　3 .8 )

食　堂　　喫　茶 10 ,855 ,142 2 .3 26 .2 (　25 .8 )

サ　ー　　ビ　ス 3 ,997 ,170 0 .9 -5 .9 ( -6 .3 )

そ　　の　　他 12 ,420 ,258 2 .7 12 .1 (　11 .7 )

商　　　品　　　券 7 ,154 ,173 1 .5 -6 .5 ( -6 .9 )

全国百貨店　売上高速報 2023年3月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前
対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

注)　２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算しております。
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向       １２.８％（店舗数調整後／１８か月連続プラス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向   １.７％（店舗数調整後／３か月連続プラス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 １２.８ ９.４ １８か月連続プラス 

札 幌 １６.０ ０.４ １３か月連続プラス                                                                         

仙 台 １０.０ ０.１ ４か月連続プラス 

東 京 １２.６ ３.６ １９か月連続プラス 

横 浜 ４.４ ０.３ １３か月連続プラス 

名古屋 １０.５ ０.７ １８か月連続プラス 

京 都 １６.１ ０.７ １８か月連続プラス 

大 阪 １７.０ ２.４ １８か月連続プラス 

神 戸 １６.５ ０.４ １３か月連続プラス 

広 島 ５.６ ０.１ ３か月連続プラス 

福 岡 １３.８ ０.５ １８か月連続プラス 

10 都市以外の地区 １.７ ０.５ ３か月連続プラス 

東 北 －０.２ －０.０ ３か月ぶりマイナス＊ 

関 東 ０.４ ０.１ ３か月連続プラス 

中 部 ５.５ ０.１ ３か月連続プラス 

近 畿 ３.５ ０.１ ４か月連続プラス 

中 国 ０.６ ０.０ ３か月連続プラス＊ 

四 国 ３.０ ０.０ ３か月連続プラス 

九 州 ２.９ ０.１ ３か月連続プラス 

   （注 1）北海道、東北、中国、九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、  

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 

         

       （注 2）２０２３年２月より、北海道の１店舗を地区区分１０都市の札幌に合算した。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

主要５品目は全てプラスとなった。その他の品目は、紳士服・洋品が４か月連続、婦人 

服・洋品が１３か月連続でプラスとなったほか、美術・宝飾・貴金属が２６か月連続、 

菓子、惣菜が１９か月連続でプラスとなった一方、子供服・洋品、生鮮食品が３か月 

ぶりにマイナスとなった。 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 ９.８ ― １３か月連続プラス 

紳士服・洋品 １０.９ ０.６ ４か月連続プラス 

婦人服・洋品 １４.０ ２.５ １３か月連続プラス 

子供服・洋品 －４.４   －０.２ ３か月ぶりマイナス 

その他衣料品 －６.９ －０.１ ３か月ぶりマイナス 

衣料品 ９.９ ２.９ １３か月連続プラス 

身のまわり品 １７.５ ２.６ １８か月連続プラス 

化粧品 １７.４ １.５ １３か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ７.２ ０.６ ２６か月連続プラス＊ 

その他雑貨 ７.７ ０.２ １２か月連続プラス＊ 

雑貨 １１.６ ２.３ １８か月連続プラス 

家具 ７.８ ０.１ ３か月連続プラス 

家電 １.９ ０.０ ６か月連続プラス 

その他家庭用品 －０.６ －０.０ ３か月ぶりマイナス 

家庭用品 １.９ ０.１ ３か月連続プラス 

生鮮食品 －２.４ －０.１ ３か月ぶりマイナス＊ 

菓子 ９.３ ０.９ １９か月連続プラス＊ 

惣菜 ３.７ ０.２ １９か月連続プラス＊ 

その他食料品 １.９    ０.１ ３か月連続プラス＊ 

食料品 ４.４ １.２ ８か月連続プラス 

食堂喫茶 ２６.２ ０.５ １３か月連続プラス 

サービス －５.９ －０.１ １２か月ぶりマイナス 

その他 １２.１ ０.３ １２か月連続プラス 

商品券 －６.５ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 長 柴  まで 

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

 

 

 

 

http://www.depart.or.jp/

